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最近に於ける景気変動の統計的研究は静態的に経済諸要素相互聞の均衡・不均衡関係を基礎とし

かLる研究より生み出された経済政策は必やしも周家の意図する語りにその効果を発揮ているが，

し得十，従来の動態的危経済諸指標の分析また捨てるべきでないとされている.林業の成果?とる木

国民経済の変動をひき起材は資本財として叉泊費材として国民経済中に占める地位は相当に高い.

す経済的・経済外的諸要因は木材f買格及び木材生産にも強く作用してとれを変動せしめ，森林計画

間民経済を規定ナる経済諸要素と林業を経済的に規定すの実施商に於ける影響ま?と無関し得ない.

る諸要素との聞の関係的構造を把揮し，更に後者相互間の関係的構造をも誼究して，経済変動を見

込んだ融通性ある森林計画を作る必要があろう.又静的景気論の中心をなす変動の刺激叉は衝撃の

問題が起った場合，森林計画の如何なる部面を如何にとれに卸応せしめるかは該関係的構遣が指示

ずるであろう 1 本小論は動態的経済指標として木材債格と木材生産と一般物質の三時系列をとり相

関々係の試算をなして若干の考察を試みたものである.経涜指標としてはもっと多種類のもっと遁

かLる試算は今後に行うつもりである.命本小論をまとめるに際し格切なものを用うべきであり，

始懇篤主主御指導を苦言うした石川農学部長並に沢田和博助教授に対し謹んで感謝の意を表する.

算計ぴ及料資(2) 

サプグノレ(建築材料)①木材慣格は日本銀行統計局作製の東京卸売物債指数体系中のFグル目プ

のf資格指数を用いた.但し昭和24年12月以前は債格統ープ(木材)

制が行われていたりで同じく日銀調む東京木材開慣格指数(昭和21

を用い前者をとれに接続せしめた.前者白内容は左表年 8月基準)

を指数にしの如くで，後者は単に杉3寸5分角 1石当{買格(月央)

たにすぎす，両者を接続するわけにはいかぬが他に適当な資料がな

いのでとれを用いた.昭和25年1月に於ける両指数む比率310/203.4

を昭和25年 1月以降の前者に乗じ後者と接続した.与1.524

とれを用いた.木材生産は林野臨調の素材生産数量(車位千石)
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各素材生産数量を合計したもので，各都道府鯨からの報告を集計し
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?ともむである.

一般物慣は日銀作製の東京卸売物債総平均指数を用いたよとれは昭和田年1月を基準時とし，主

要卸売商品 329品目白品目別指数を各々の取引金額をウエイトとする加重算術平均したものであ

る.品目別指数は主要業者及び、取引所等について調査した毎旬平均相場償格を皐純算術平均して月

中慣格を出しこれより算出したものである.但し統制時代の債格統制品目にあっては公定債格を採

用し， 日割計算による月中償格から指数を算出しているから，総平均指数には若干の人震的歪が存

ずるわけである.

とれら三時系列を昭和22年 9月から同27年 6月誌の58カ月聞について分析し，相互間の相関係数

と回帰方程式を算出した.(以下計算数簡表省略)先歩、第 1衰の!京系列在趨勢変動及び、季節変動につ

第 l表原系列

年月 1 (1) I 向 i同 l年 月 I (1) I 向 [θ) 11年月 1 (1) 1 山 |σ)
22. 9 344 ふ4，163.oJ|247.01ii 26.1 462 5，741.5 3479 

10 210 / 5，8宮3.11 86.60:1 6 338 弓20.71 246.1 Ii 2 479 6，600.1 371.7 
1I 207 / 5，102.7/ 94.ち| 7 328 4.1 14.11 246.4 3 503 9.236.2 392.7 
12 2125写，9549.898.0 1 8  316 4，317.01 250.0 4 490 6，051.0 411.0 

23. 1 322 4.582.8 2う日.0 5 日26 6，553.0 410.4 
2 218 1 7，238.61 101.1 11 10 ラ20 4，326.2 257.5 6 477 66，， 455.4 404.2 
v つp 234 1 9，0ラ5.11 10 1.9 11 1 1 319 4，224.4 257.6 7 479 479.7 399.4 
4 246 1 6，460.81 102.2 11 12 310 B 485 7，159.0 40ヲ.3
雪 261 1 6，141.81 101.6 11 25. 1 310 4，065.11 268.4 9 う00 7，846.7 414.4 
6 279 1 5.430.41 110.3 I1 2 315 4，732.41 266.6 10 513 7，217.8 421.8 
7 269 1 4，446.01 158.1 11 3 303 6，340.1 26?2 1I 509 7，356.1 421.6 
8 292 1 5，583.61 18う.2I1 4 503 12，649.2 268.0 12 498 6，356.4 418.7 
9 306 1 5.397.里 200.311 5 299 2.915.0 269.3 27. 1 502 
10 ラ00) 1 4，67ラ81 2(日 |6 279 3，619.7 270.6 2 523 8.057.21 420.2 
11 318 1 4，868.61 218.0!1 7 287 4，230.ヲ 286.0 3 530 10，215.0; 414.9 
12 3254，632.0|220.18 ヲ06 4，雪20.2 299.7 4 537 6，361.11 410.1 

24. 1 319 / 5，333.91 223.3 1/ 9 323 4，930.51 306.6 5 539 6，242.91 '109.2 
2 316 6，451.11 230611 10 376 6 523 6，149.21 408.7 
3 450 
4 347 I 6，145.81 242.2:1 12 439 日，924.21 334.3 

(1)木材価格 (2) 木材生議 (3) 一般物価

いて修正し，原系列の各項Iを時間的序列から解放せんと試みた.何故ならば相関係数の性格は本来

非序列的なものであり，用いられる数値群は任意に順序を換え得るものであらねばならぬからであ

る.趨勢変動は最小自乗法により直棋趨勢線を設定して算出し，季節変動は12ヵ月移動平均法を用

いて昭和24，25， 26の 3ム年の季節指数を算定し，とれを皐純算術平均し修正を摘して算出した，

但し木材生産の季節変動のみは昭和23，24， 26の3ヵ年を平均して求めた.なんとなれば昭和25年

の木材生産季節指数は他年のそれに比しゃ L特異な数値を示すからである.趨勢棋を直線にした理

由はトレンドの本来的性格が直線的であるとと及び、三時系列共漸増の大勢を示し且つ共kVL曲線趨

勢線を設定するとしても計算の複雑化に比し原系列の趨勢値に対する比率がどれだけ虞実性を増す

か展わしいととである.12ヵ月移動平均法を用いたのは，木材慣格と一般物慣にはさしたる季節変

動なく且つ木材生産の季節変動は毎年その振幅及び形態がほど一定していることよ bして，比較的

簡単で、該変動の確定週期を12カ月となす本法を採用したのである.趨勢及び季節変動の修正には
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原趨系勢列値 x100-季節指数なる式を用いた・かくて得られた修正値は正負両数よりたり，相関係数

趨勢線方程式 季節指数

(1) 1'1=363十2.9t l月 I2月 1 3月 1 4月 5月 I6月

(2) y2= 5，979.8十29.00t
(1) 102.5 95.9 

(3) ya=274.0十3.18t (2) 95.4 114.3 149.2 104.5 105.0 89.9 
(3) 100.2 100.9 1008 102.0 101.0 98.7 

y:趨勢値
7月 | 9月|阿 I11月 I12月

-57， -5， -3，ー 1，+1，十九 +5，

十57
(2) 81.9 93.号 98.2 882 88.7 
(3) 98.2 99.4 100.4 100.0 

の計算には不便なの‘巴修正値に 100を加え全部正数にな1なした

第 2去の数値群よ D積率法を用いピ戸ヤソンの相関係数を算出ナるに，

r-J~'{(Xl-X1)(X2-X2)} 

12-J記云二両日正二玄2)2}

rl
a
= ， 1，'{(X1-X1 )(Xa -Xa)} 

. ;2{民 -X1州民 一 玄a)2}

r
28
=寸1，'{(X2-:勾 (Xa-Xa)}

も1，'{(X2-X2)2}1，'{(Xa-Xa)2}

+3，879.59 
一一一一一一一一一=+0.242
11'瓦972.16x36，716.59 

+3，341.60 
v広百万平百天τπ2.25

+0.456 

-4，221.28 
V3(Í~716.51長τπ2.25

-0.251 

v 5，798.9 
1=一I百一=9卯9.9悶8 

玄1，X玄2引，玄丸3 は夫炉々 X1，X丸2，Xaの岬車純糊算術肝千均時値 云2z」亙智豆~=101但1
一 δ，753.5
a=← 一一=99.20

58 

第2表 趨勢及季節~!f9J修E値+100

99.7 

101.0 
91.2 
98.7 

年 月
1

Xj 1- X2 
-I-X

a 
11
年 月

I
XJ 円;τ三~年月 1 Xj 

1 
X2 

1 
Xa 

22.9 103.3 132.ヲ 84，0 η 
7 
R 

106.4 107.3 91.0 100.0 
10 102.6 14ラ.3 87・4 109.7 91.6 110.0 1I 2 1 107.2 84.1 104.2 
11 95.8 126.2 89.9 106.4 91.5 107.7 11 3 I 110.7 87.4 108.3 
12 97.6 132.1 89.0 101.2 82.8 10与.211 4 1 106.8 84.2 110.2 

23. 1 91.6 131.9 84.4 9 99
‘3 81.9 103.5 11 5 1 112.9 90.3 109.1 

2 93.3 142.ラ 80.3 10 93.0 86.7 102.3 1I 6 I 108.0 103.2 108.0 
3 97.0 144.5 77.0 11 88.2 8ヲ.7 100.1 11 7 1 108.5 110.7 105.5 
4 100.6 132.0 72.4 1宮 86.6 87.3 98.6 1I 8 I 108.9 108.0 105.1 
5 103.8 123.2 71.1 25. 1 83.6 72.9 98.9 11 9 I 108.8 112.1 103.7 
6 11ラ.7 122.1 74.8 2 8ヲ.4 64.5 95.3 11 10 1 106.1 112.5 104.3 
7 11u.6 108.7 103.0 3 79.4 55.3 93.5 11 11 101.1 113.1 103.0 
8 117.2 119.0 114.4 4 77.4 202.1 90.4 11 12 1 99.8 109.8 101.7 
9 118.4 109.3 118.1 5 74，9 42偽l 89.9 11 27. 1 .1 98.1 94.0 99.0 
10 112.9 103.8 116.2 6 75.8 68.1 90.7 I! 2 1 100.9 94.6 96.9 
11 110.8 106.0 120.2 7 78.2 85.3 94.4 3 100.3 87.8 943 
12 113.0 97.9 118.3 B 82.0 77;6 95.7 4 101

‘
1 80.1 90.7 

24. 1 107.1 106.1 114.6 9 83.2 78.7 94.9 日 99.9 77.4 90.2 
2 104.1 107.1 113.9 10 91.0 90.1 96.6 6 103.2 90.7 91.1 
3 104.雪 105.7 111.0 11 99.7 90.7 98.4 
4 109.9 108.7 111.4 12 102.雪 98.7 99.4 

X1 木材価絡 X2 :木羽生産 Xa : .一般物価
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月決時系列の相関々係にはむime-lagの問題があるが，修正値をプロットせる附表を観察するにさ

したるやれはみられぬので，やらした場合の係数計算は行わ主主かった.

次に単純相関係数を用いて偏相関係、数を算出してみるに

1'12・2
1'12-1'13・1'23

y(1-同(1-九~)
+0.242ー(+0.456)x (-0.251) 

Y(1-0.4562)x (1-0.~512) +0.413 

1'13-1'12'1'匂 ー十0.456ー(+0.242)x(ー0.251)
h 戸 Y(l-主訊亡五1了一---:v7士山内山。、." ハ…、 =+0.551 

1'23-1'21・1'31 一一0.251ー(+0.242)x(+0.456) 
1'23・1= Y(l-=-長長玩了~ 1，... 八 百Jで弓ー拝百戸=ー0.418

更に多元相関係数を単純相関係数と偏相関係数より算出すれば、，

1-R1・232=(1-1'122)(1-r・M・22)=0.655615

1-R2'13z=(1-1'212)(1-1'23'IZ)=0.776945 

1-R3.122=(1-1'・312)(1-1'32'12)=0.653671，

と Lに於て相関係数の誤差計

算を行い，有意性白有無をと検定

する)1国序であるが，一般に経済

現象は本質に於て繰返されない

1回的事実でありその観察は試

R1・23=0.586

R2・13=0.472

R3'1Z=0.588 

第 3表相関係数

組合せ I X1と Xz X1 と X3 Xzと X3

単純相関係数|
偏相関係数|

組 合 せ | 
多元相関係数

1

1'J宮=+0.242 
1'12・3=十0.41ヲ

1'13=十0.456
1'13・2=十0.551

1'Z3= -0.251 
1'23・1ロー0.418

Xzと XhX3 玄3とX1，XZ
向。X

一
白

山

一

月
J

X
一
仏

と
一
戸

X

R

 R2・13=0.472 R3・12=0，588
料として行われるのでなく，関

係的構遣の記述の一種たる相関係数の誤差は標本誤差として考えられぬ故，誤差計算は行わたか

った.

5大に第2表より回帰係数を求め回帰方程式を定めれば

XZ'ー玄戸三{(X1-至1)(X2-X2)} (X1- X1) 

.2'{ (X1-X1)2) 

部ち Xピー101.3=+0.557(X1-100.0) 玄Z'=45.6+0.557X1 

xr-Zz Z{(X1-X1l竺ヨ必一 (Xz-XZ)
.2'{(X2-XZ)Z} 

即 ち 玄l'-100.0= + 0.106(Xz -101.3) X1' =89.3+0.10sXz 

X3'-X3 盟主1-X1)(警-X3)L(X1一丸)
.2'{(X1-X1)2} 

自Pち Xg'-99.2=十0.479(X1-I00.0) X3' =51.3+0.479X1 

X1'・-X1=
.2'{(X1-X

1
)(至宝並 (X3-X3)

.2'{(X3-X3)Z} 

I3Pち X1'......100.0=十0.433(Xa-99.2) Xt' =57.0+0.433X3 



116 山形農林学会報第3号

Xg' -Xs= .l'{(X亡孟)(ぞ-X3)L(X2-X2) 

.l'{(X2一玄2)2}

部ち X3'-99.2=ー0.1l5(X2-101.3)

Xzrー玄22Z{(X2-X2)(も三X3)} (X3ー支3)
.l'{(X3-X3)2} 

X3' =110.8-0.115X2 

自日ち X2' --101.3= -0.547(X3-99.2)¥  X2'=15日う.6-0.547X3

ヲたに多元相関に於ける回帰方程式として，X2及びX3に対するX1の回帰方程式を計算するに

iL58+(2引+(山

.l'(X1X2) =(.l'X2)a + (.l'X22)b12・3+{.l'(X2X3)}b13・2

.2(X1X3)=(.l'X3)a+{(.2:玄2X3)}b12・3十(.l'X32)b13'2

a 回帰方程式の常数項 b12'3 X2に対するXjの偏回帰係数 b13・2: XSV<乙対する玄1の偏回帰係数

( 5 … 川叩一…7刊山4刊3制 +5，753.50b 

591，197.72=δ，874 

578，581.30=5，753.5a+578，499.1日5b12臼2'3+578，44必9.5Bb13ね3'2

f3pち

とれより =a=37.70，5 b12・3=+0.16589 b13・2=+0.52393

X!，=37.705十0.16589X2十0.52393X3

X1及びX3に対する X2の回帰方程式と Xj
及び、X2に対するX3の回帰方程式の算定は省略した.勿論

X1に対ナるX2の，又X3に対するX2の{昂回帰係数がわかれば示唆を受けるととろ大でdうろうし，且

つX1に対ナるX3の，又X2に対するX3<D偏回帰係数また意義なしとしないが， Xj， X 2• X3は何れも

一種の統計誘導数であり基礎数そのものでないので偏回帰係数の効用は若干薄れるととろがるる.

それで関係的構遣の形態はきりあげて，密接程度を示す偏相関係数の算定のみにとどめた.

XJの回帰方複式 (X21こ対する)
グ (X3 グ)

X2 11 (X1 11 

11 (X3 // 

X3 グ (Xj グ)

グ (X2 グ )

XjのX2，XsIこ対ずる回帰方程式

第4表回帰方程'式

XJ' =89.3十O.106X2
X{ =57.0+0.433X3 
X2'=45，6十0.557XJ
X2' = 1 55.6-0.547X3 
X3'=引 .3+0.479Xj

Xど=110.8-0.1 15X2 
X{口 37.705十o.16589X2 + 0.52393X3 

(3) 考 察

先歩率純相関係数の符号よ bして木材f買格と木材生産，及び木材{買格と一般物債は何れも両者聞

の関係は比例的である.これは材債が上れば生産が増すでdうろうし，物慣が上ればその体系の一部

たる材憤また上るであろうから当然といえる.木材生産と一般物債のみはとれに反して反比例的で

ある.物慣が上れぽ生産費も増大して生産が減るとも考えられるが，木材生産費の主要部分は固定

性を有する労銀と運賃であるから(更には金利の制度的固定a陸も加わって)物債の上昇従って材債の
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上昇は企業利潤の増大(事実は名目的)，生産の上昇を促ずであろろ.(採取的乃至掠奪的林業の樗在

は供給の弾力性を生ぜしめ，企業の合理的錯誤と相{突って生産の上昇をもたらす.)故に常識的には

木材生産と一般物!買との関係は正であるぺきであるがと与に於て負の関係を示す所以は

1)昭和23年前学起に於て，生産が格職直後の濫伐是正によって・漸滅的であるに対し日銀の物侵

指数は統制債格を包含するが故に該期聞に於ける数値がfますま23年中葉の上昇著しきとと.(23年中

葉の急:上昇は新物!買体系の成立による)

2)一般物慣の変動が間してなめらかであり振幅も小であるに対し，生産の変動は多数の小変動

を内包し(とれは素材生産が一時的に大量に行われその直後は暫く手控えて休む特質の通うるととに

帰国ずる)振i阻また大であること.

等と考えられる.森田氏によれば米1貨統制のなかった大正10年より昭和5年起の米債と牧穫高との

相関々係は負であった.侭年々の牧穫高が米債を支配する放に負の関係は当然であろう. ととろが木

材償格と木材生産に於ては{買格が生産を支配する大勢dうるが故に(勿論パルプ界の好況よりバルプ

材生産の上昇更に材慣の上昇なる動きや森林法による伐採制限から生産低下へ生産低下から材慣の

担調へなる動きは考慮さるべきも)正の関係を示すと考えられる.木材債格と一般物慣のEの関係

は，総7f均のウエイト 1，000中建築材料のウエイト106ふ更に木材のウエイト 82.0で相当に木材の

地位の高きとと，所謂パプソン指数に相当する日銀の物慣指数は一種の景気指数と考えられ現在中

心的景気論たる坦剰投資設に於ける固定資本財乃室生産財に木材が該当するとと及び景気韓換の刺

激が一般に木材に及ぼす影響の大たるととよ Dして，材債の上昇。下降は物質D上昇。下降とたり，

首宵せられるところである.偏相関係数の符号も皐純相関係数のそれと同じであり'X3に対する玄虫

色叉 X2iz:対する X3の回帰係数の符号のみ負で、他の回帰係数の符号は正であるととは，上症の所論

を肯定するものである.

言たに係数の数値でるるが，一般に経辞現象に於て因果関係の存在を示唆する相関係数値の最低は

0.6程肢とみられているのに対し，僅かにR1・23とR3・12と1'13・2が0.6に近接するのみで他はとれより小

であり，思純相関?と於ては因果関係の存在はみとめられない.多元相関及び偏相関は於ては部分的

に先やみとめ得る.係数値(絶対値)の大ト小を比較すれば，

R3.12> R1・23>1'13・2>R2・13>1'13>11'砂11>1'12・3>11'・231>1'12

但し木材債格・木材生産・一般物慣に対してはその他種々の経首要因が複雑な因果関係をもって交

錯して居L 係数値の大小をもって直ちに相関強度の大小を決定するは危険である.又， l'恥¥冶12'3>1'12

1'13臼3'2>1'13冶1均3であるから木材生産と一般l物均慣とは木材材.慣格tに乙対し互に他の影響をt撹畳言乱Lナる方向に伯いて

いる.同様に， 11'23.t1>I1'nl， 1'21'3(=1'12・3)>1'9.1(=r叫であり， 1'31'2(=1'砕2)>1・31(=1'tal， 1 r・32・11(=11'23・11)

> 11'321(= 11'・231)であるから，木材{賃格と一般物債は木材生産に対し，木材{買格と木材生産は一般物

慣に対し，夫々互に他の彰響を撹乱する方向に幼いている.更に多元相関係数が皐純相関係、数に比

して大きいことは，諸要因を個別的にみる場合よりも綜合的にみる場合の方が関係が密接であると
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と右と示す.

言たに回帰方程式を考察するに，

X2が1単位増せば、 X1は0.106皐位増す.一一『①

X3iJ;I皐t位増せば X1は0.433車位増す.一一@

X1が1皐位増せば X2は0.557車位増す.一一③

X3iJn単位i合せば X2(，;j: 0.547単位減る.一一④

X1が1単位増せば、 X3は0.479車位増す.一一⑤

X2iJ'>1単位増せは、 X3は0.115車位減る.一一@

X2が1車位増せば玄1は0.16589単位士宮す.一一ー⑦

X3が1¥'i，位増せば X1は0.52303車位増す.一一⑧

車純相関に於て:

多元相関に於て:

数値む大小を比較するに，

③〉④〉⑧>@>②〉⑦〉⑥>①

木材債格の変動が木材生産の変動に及ぼナ影響自Hち関係的構造の平均的関係の形態よりみれば、，

と，木材生産を湾慮に入れた場合の一般物債の変動が木材慣格の変動に及ぼす影響とが頴著である.

④その数値も大であるがp 林業も国民経演の一環でるり，林業の特質をと考慮するとしても，

のま L首肯するわけにはいかない.叉⑦>①， @>②なる故，多元相関が皐純相関より平均的関係

とれを

の形態が鮮明である.

緒言にも主Eベた如く，多元相関或は偏相関に於ては変数の種類をもっと増やすべきであり，且つ

叉経済統計の範変数にはパルプ・土建@鉱業方面のより趨切な指標乃至数量を採用すべきである.

国では比較的少いとはいえ非直報相関を考慮ナベき部面もあろう.命用いた時系列の修正法は相関

計算I'C惑意的主主要素を含ましめる.叉時系列tr:趨勢及び季節変動について修正しても，残された循

環変動自体非可逆的1主時間的継起を内容とする変動であって，本質的に非序列的な相関々係の計

算をi虚用するに無理な

しとしたい.計算結果

の解釈には慎重を婆

する.

向附図 3と概観する

ドツジ・ライン安に，
ー一ーが明'"絡

司ーー岸川浪危

白&・吐同.. 

[Jhj;h 
j y i L、 :;i1¥¥九J¥V¥¥ノ、

F何 種 £喝事例組宅号車ν李幹夫"時混u

定恐慌，開墾適地問題

。進展，木材統制の撤
;r九
~~~'九"亀 S ‘ B ・守."・ 4'1a a今'‘ i.‘ττττn-T了f ".  9""'lμ3 ・ぎ‘令官 ~iï古すTlT:;--t-.-

廃，朝鮮動乱勃発，パノレフ。界好況不況，改正森林法の影響等が，相関々係に複雑多様性を与えてい

要

国民経済の変動が森林計画に及ぼす影響のすくなからざる点るるをみとめ，木材{買格，

るから，計算結果の解釈は控え目を要する.

摘付)

本'1、論は，
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木材生産，一般物{費三変動の関係的構造を把握せんとの目的のもとに，日銀調の東京卸売物慣指

数，同じく東京卸売材債指数，林野臨調の素材生産数量の三時系列を用い，相関係数と回帰方程式

を算定し，若干の考察を試みたものである.その結果を要約すると，

1)木材慣格と木材生産との関係及び木材債格と一般物債との関係は何れもEの相関を示ナ.但

し木材生産と一般物1買との関係は負の相関を示す傾向がある.(との場合 tim日ーlagは考えていない)

2)一般に車純相関より多元或は偏相関の方が大なる係数値(結対障に於て)を有し，諸要因を

個別的にみるよりも結合的にみる方が関係がより密接である.

3) ほど因果関係の存在を認めろるりは，木材生産・一般物慣と木材f資格との間，及び木材債格@

木材生産と一般物債との問，及び木材生産が不変。ときの，木材f買格と一般物債との間，夫々に於

て Yある. tlPちR1引をヲ0.6 R3・12坪 0.6 r13・2持 0.6

4)木材生産と一般物債とは木材慣格に対し，木材{資格と一般物慣とは木材生産に対し，木材債

格と木材生産とは一般物慣に対し，夫々互に他の影響を撹乱する方向に幼いている傾向がある.

5)回帰係数を観察するに，木材{買格の変動が木材生産の変動に及ぼす影響と，木材生産左考慮

に入れた場合の一般物慣の変動が木材債格の変動に及ぼす影響とが明瞭なる如くである. gpち， X1 

が 1翠1立増せばX2は0.557単位増し， X2を考慮に入れてX3が 1単位増せばX1は0.52393車位増す.

計算数値表の一部:

木材価格趨勢及び季節君主動修主計算数値表

年月|①
1

GD 
1 

GD 
1

④
1 

@ 
11
年月 IWIGDj ③ I

@ 
1 

@ 

22. 9 197 198 99.ラ 96.2 十 3.3 25. 3 308 372 82.8 、103.4 -20
‘
6 

10 210 204 102.9 100.3 + 2.6 4 ヲ03 378 80.2 102.8 -22.6 
11 207 209 99.0 103.2 - 4.2 5 299 383 78.1 103.2 ー25.1
12 212 215 98.6 101.0 - 2.4 6 279 389 71.7 95.9 -24.2 

23. 1 208 221 94.1 102.5 -8.4 7 287 395 72.7 94.5 -21.8 
2 218 227 96.0 102.9 - 6.7 8 306 401 76.3 94.3 -18.0 
3 234 233 100.4 103.4 - 3.0 9 323 407 79.4 96.2 -16.8 
4 246 238 103.4 102.8 + 0.6 10 376 412 91.3 100.3 - 9.0 
日 261 244 107.0 103.2 十 3.8 11 430 418 102.9 103.2 - 0.3 
6 279 250 111.6 9ラ.9 十15.7 12 439 424 103.5 101・0 十 2.5
7 269 256 105.1 94.5 十10.6 26. 1 462 430 107.4 102.5 十 4.9
8 292 262 111.5 94.3 十17.2 2 479 436 109.9 102.7 十 7.2
9 306 267 114.6 96.2 +18目4 3 503 441 114.1 103.4 十10.7
10 309 273 113.2 100.3 十 12.9 4 4>-0 447 109.6 102.8 十 6.8
11 318 279 114.0 103.2 +10.8 日 526 453 116.1 103.2 +12.9 
12 32ラ 28日 114.0 101.0 十13.0 6 477 459 103.9 95.9 十 8.0

24. 1 319 291 109.6 102.5 十 7.1 7 479 465 103.0 94.5 + 8.ラ
2 361 296 106.8 102.7 + 4.1 8 485 470 103.2 94.3 I + 8.9 
ラ 326 302 107.9 103.4 十 4.宮 9 500 416 105.0 96.2 十 8.8
4 347 308 112.7 102.8 十 9.9 10 513 482 106.4 100.3 十 6.1
5 344 314 109.6 103.2 十 6.4 11 509 488 104.3 103.2 十1.1
6 338 320 105.6 95.9 + 9.7 12 498 494 100.8 101.0 - 0.2 
7 328 325 100.9 94.5 +6.4 27. 1 502 499 100.6 102.5 一1.9
8 316 331 95.5 94.3 + 1.2 2 523 505 103.6 102.7 十 0.9
9 322 337 95.5 96.2 - 0.7 4 530 511 103.7 103.4 + 0.3 
10 320 343 93.3 100.3 - 7.0 3 537 517 103.9 102.8 +1.1 
11 319 349 91.4 103.2 -11.8 ラ 539 523 103.1 103.2 - 0.1 
12 310 354 87.6 101.0 -13.4 6 523 528 99.1 95.9 + 0.2 

25. 1 310 360 86.1 102.5 -16.4 
2 315 366 86.1 102.7 -16.6 

①:木材峨 GD:向趨勢健 GD : 100x告 ④:季節指数 @:@ー④
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X1• X2閣の相関係数計算数値表

(Xl-XJ) 

年 月 Xj X2 X]-Xl X2-XZ X (X1-X1)2 (Xz-:x 
(XZ-X2) 

22.9 10'U 132.3 + 3.3 + 31.0 + 102.30 10.89 961. 

10 102.6 145.3 十 2.6 十 44.0 十 114.40 6.76 1936. 

11 9ラ.8 126.2 - 4.2 + 24.9 ー104.58 17.64 620. 

12 97.6 132.1 一2.4 十 30.8 - 73.92 5.76 948. 

23. 1 91.6 131.9 --8.4 十 30.6 - 257.04 70.56 936. 

2 93.3 142.5 - 6.7 十 41.2 - 276.u4 44.司9 1697. 

3 97.0 144.5 - 3.0 十 43.2 - 12960 9.00 !と66.

4 100.6 132.0 十 0.6 十 30.7 + 18.42 0.36 942. 

日 103.8 123.2 + 3.8 十 21.9 + 83.22 14.44 479. 

6 115.7 122.1 +15.7 十 20.8 十 326.56 2-16-49 432. 

7 110.6 108.7 +10.6 + 7.4 十 78.44 112.36 ラ4.

8 117.2 119.0 +17.2 十 17.7 + 304.44 295.84 313. 

9 118.4 109.3 +18.4 十 8.0 十 147.20 338.56 64. 

10 112.9 103.8 +12.9 + 2.5 十 32.2ラ 166.41 6. 

11 110.8 106.0 十10.8 十 4.7 + 50.76 Il6.64 22. 

12 113.0 97.9 + 13.0 "'- 3.4 - 44.20 169.00 11. 

24. 1 107.1 106.1 + 7.1 十 4.8 十 34.08 50.41 23. 

2 104.1 107.1 十 4.1 十日.8 + 23.78 16.81 33. 

3 104.5 105.7 十 4.6 十 4.4 + 20.24 21.16 19. 

4 109.9 108.7 十 9.9 十 7.4 十 73.26 9き.01 54. 

5 106.4 107.3 十6.4 十 6.0 十 38.40 40.96 36. 

6 109.7 91.6 十 9.7 - 9.7 - 94.09 94.09 94. 

7 106.4 91.5 十 6.4 - 9.8 - 62.72 4つ.96 96. 

8 101.2 82.8 十 1.2 - 18.5 - 22.20 1.44 342. 

9 99.3 81.9 _ 0.7 - 19.4 + 13.58 0.49 376. 

10 93.0 86.7 - 7.0 一14.6 十 102.20 49.00 213. 

11 83.2 83.7 -11.8 - 17.6 十 207.68 139.24 309. 

12 86.6 87.3 -13.4 ー14.0 十 187.60 179.56 196十

25. 1 83.6 72.9 一16.4 一28.4 十 46弓.76 268.96 80δ4 

2 83.4 64.5 一16.6 - 36.8 + 610.8>3 27556 1354. 

3 79.4 55.3 -20.6 - 46.0 + 947.60 424.36 2116. 
4 77.4 202.1 _22.6 +100.8 -2278.0き 510.76 10160， 

ラ 74.9 42，1 -25.1 - 59.2 + 1485.92 630.01 3504. 

6 75.8 6雪.1 ー24.2 - 33，'2 十 803.44 535.64 1102. 
7 78.2 85.3 -21.8 - 16.0 + 348.80 475.24 2ラ6.

8 82.0 77.6 -18.0 - 23.7 十 426.60 324.00 561 
9 83.2 78.7 -16.8 - 22.6 十 379.68 282.24 510， 

10 91.0 90.1 - 9.0 - 11.2 + 100.80 81‘00 125. 
11 99.7 90.7 - 0.3 - 10.6 十 3.18 0.0タ 112. 
12 102.5 98.7 十 2.5 - 2‘6 ー 6.50 6.25 6 

26. 1 104.9 91.0 + 4.9 - 10.3 - 50.47 24.01 106. 
2 107.2 84.1 + 7.2 - 17.2 一12ヲ.84 51.84 295. 
3 110.9 87.4 十10.7 ー13.9 一148.73 114.49 193. 
4 106.8 84.2 + 6.8 - 17.1 ー116.28 46.24 292. 
5 112.9 90.3 +12.9 - 11.0 一141.90 166.41 121. 

6 108.0 103.2 十 8.0 十1.9 十 1ラ.20 64.00 3. 
7 108.5 110.7 + 8.5 十 9.4 十'19.ヲO 72.25 88. 
8 108.9 108.0 十 8.9 十 6.7 + 59.63 79.21 44. 
9 108.8 112.1 + 8.8 十 10.8 十 95.04 77.44 116. 
10 106.1 112.5 + 6.1 十 11.2 十 68.32 37.21 125. 
11 101.1 113.1 十1.1 十 11.8 十 12.98 1.21 139. 
12 99.8 109.8 - 0.2 十 8.5 一 1.70 0.04 72. 

27. 1 98.1 94.0 - .1.9 - 7.3 十 13.87 3.61 53. 
2 100.9 94.6 十 0.9 - 6.7 6.03 0.81 44. 
J つ 100.3 87‘8 + 0.3 - 1ヲ.ラ 4.0ラ 0.0ヲ 182. 
4 101.1 80.1 + 1.1 - 21.2 - 23.32 1.21 449. 
5 99.9 7'1.4 - 0.1 一23.9 十 2.39 0.01 571. 
6 103.2 90.7 + 3.2 - 10.6 - 33.92 10.24 112. 

計 5，798.9 5，874.3 一 十九879.59 6，9'12.16 36，716. 
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X1X2XS間回帰方程式計算数値表

年 月 XJ 玄q X3 XjX2 XJX3 XZX3 XJ2 X22 

22. 9 103.3 132.~ 84.0 13，666.59 8，677.20 11，113.20 10，670.89 17，503.29 7，056.00 
10 102.6 145.3 87.4 14，907.78 8，967.24 12，699.22 10.526.76 21，112.09 7.638.76 

11 9ラ.8 126，2 89.9 12，089.96 8，612.42 11，345.38 9，17/.64 15，926.44 8，082.01 
12 97.6 132.1 8ヲ.0 12，892.96 8，，7 686AD 11，756.90 9，525.76 17，450.41 7，921.00 

23. 1 91.6 131.9 84.4 12，082.04 7.731.04 1I，l':S2.ヲ6 8，390.56 17，;97.61 7，123.36 
2 93.3 142.5 80.3 13，295.2ラ 'l，491.99 11，442.75 8，704.89 20，306.25 6，448.09 
3 97.0 144.5 77.0 14，016，50 7，469.00 11，126.50 9，.41 09.00 20，880.2ラ 5，929.00 
4 100.6 132.0 72.4 13，279.20 7，28ヲ.44 9，5ラ6.80 10，120.36 1'l，424.00 5，241.76 
5 103.8 123.2 71.1 12，.。788，16 7，380.18 8，759.52 10，774.44 15，178.24 日，055.21
6 11日.7 122.1 74.8 14，126.97 8'654.36 9，133.08 J.3，386.49 14，908.41 日，う95.04

7 110.6 108.7 103.0 12，022.22 11，.4 391・80 11，196.10 12，232.36 11，815.69 10，609.00 
8 117.2 119.0 114.4 13，946.80 13.407.68 13，613.60 13，735.84 14，161.00 13，087.36 
9 118.4 109.3 118.1 12，941.12 13，983.04 12，908.33 11，946.49 13，947.61 
10 112.9 103.君 116.2 11，719.02 13，118.98 12，061.56 10，774.44 13，502.44 
11 110.8 106.0 120.2 11，744.80 13，318.16 12，741.20 11，236.00 14，448.04 
12 113.0 97.9 118.3 11，062.70 13，367.90 11，ぢ81.ラ7 9，584.41 13，994.89 

24. 1 107.1 106.1 114.6 11，ヲ63.31 12，273.66 12，159.06 11，257.21 13，133.16 
2 104.1 107.1 113.9 11，149.11 11，8ラ6.99 12'，7 i 98.69 11，470，41 12，973.21 
3 104.号 105.7 111.0 11，045.65 1 1，599.50 11.732.70 11，172.49 12，321.00 
4 109.9 108.7 111.4 11，946.13 12，242.86 12，10ヲ.18 11，815.69 12，"09.96 
日 106.4 107.3 111.3 11，416.72 11，月42.32 11，942.49 11，320，96 11，513.29 12，387.69 
6 109.7 91.6 110.0 10，048.ち2 12，067.00 10，076.00 12，034.09 8.%0.56 12，10¥1.00 
7 106.4 91.ち 107.7 9，135.60 11，49ラ.28 9，854.ちラ 11，320.96 8，ヲ72.25 11，599.29 
8 101.2 82.8 10ラ.2 8，379.36 10.646.24 8，710.ラ6 10，241.44 6，855.84 11，067.04 
9 99.3 81.9 10ヲ.5 8，132.67 10，277.55 日，476.65 9，860.49 6，707.61 10，712.25 
10 93.0 86.7 102.3 8，063.10 9，513.90 8，869.41 8，，764799.. oo 7，ラ16.89 10，465.29 
11 88.2 83.7 100.1 7，382.34 8，828.82 8，378.37 7.779.24 7，005.69 10，020.01 
12 86.6 87.3 98.6 7，560.18 8，538.76 8，607.78 7，499.56 7，621.29 9，721.96 

25. 1 83.6 72.9 98.9 6，0ヲ4.44 8，268.04 7，1.0ヨ.81 6，988.96 5.314.41 9，781.21 
2 83.4 64.5 95.3 5，ヲ79.30 7，948.02 6，146.85 6，95ラ.56 4，160.25 9，082.09 
ヨ 79.4 55.3 93.5 4，390.82 7，423.90 日，170.5ラ 6，304.36 3，058.09 8，742.25 
4 77.4 202.1 90.4 15，642.54 6，996.96 18，269.E4 5，990.76 40，844.41 8，172.16 
日 74.9 42:1 89.9 ヲ，153.29

667， ，. 733.ち1 3，784.79 5，610.01 1，772.41 8，082.01 
6 75.8 68.1 90.7 5，，6 161.98 875.06 6，176.67 5，745.64 47， ，637.61 8，226.49 

7 782 日ラ.3 94.4 6.670.46 ，382.08 8，052.32 6，115.24 276，09 8，911.36 
8 82.0 77.6 95.7 6，363.20 7.847.40 7，426.雪2 6，724.00 6，021.76 9，158.49 
9 83.2 78.7 94.9 6，ヲ47.84 7，89ヲ.68 7，4ヨ8.63 6，922.24 6，193.69 9，006.01 
10 91.0 90.1 96.6 8 ， 19~.10 8，790.60 8，703.66 8，281.0(} 8，118.01 9，331.56 

11 99.7 90.7 98.4 9，042.79 9，810.4雪 8，924.88 9，940.09 8，226.49 9，682.56 

12 102.ラ 98.7 99.4 10，116.7ラ 10，188.50 9，810.78 10，506.25 9，741.69 9，880.36 
26. 1 1049 91.0 IOJ.O 9，545.90 10，490.00 9，100.00 II ，004.0 1 8，281.00 10，000.00 

2 107.2 84.1 104.2 9，015.52 11，170.24 8，763.22 11，491.84 7，072.81 10，8弓7.64
3 110.7 87.4 108.3 9，675.18 11，988.81 9，465，42 12，254.49 7，638.76 11，728.89 
4 106.8 84.2 110.2 8，992.56 !l，769.36 9，278.84 11，406.24 7，089.1i4 12，144.04 
日 11209 90.3 109.1 10，194.87 12，317.39 9，851.73 12，746.41 8，154.09 11，902.81 
6 108.0 103.2 108.0 Il，145.60 11，664.00 1i，'6 14F.60 11，664.00 10，650.24 11，664.00 
7 108.ラ 110.7 105.5 12，010.9う 11，446.75 11.678.85 

19O91111白，，11JB89762287ラ35262Z9703r1.t224 2 2 o 6 5 

12，254.49 11，130.25 
8 108.9 108‘O 10ラ.1 11，761.20 11，44ラ.39 11，3う0.80 11，664.00 11，046.01 
9 103.8 112.1 103.'1 12，196.48 11，282.56 11，642.77 11.837.44 12，566.41 10，753.69 
10 106.1 112.ラ 104.ヲ 11，936.25 11，066.23 11，73ヲ.75 11.257.21 

18222，，.，870653956 6 61 .25 

10，878.49 

11 101.1 113.1 103.0 11，434.41 10，413.'30 11，649.30 100221.21 12.791.61 10，609.00 
12 99.8 109.8 101.7 10，958.04 10，149.66 11，166.f6 4 12，056.04 10，342.89 

27. 1 98.1 94.0 99.0 9，221Al 9，711.90 9，306.00 ，836.00 9，801.00 
2 100.9 94.6 96.9 9，ラ45.14 9，777.21 9，166.74 10，180.81・ 8，949.16 9，389.61 
3 100.3 87.8 94.3 8，806.14 9，458.29 8，279.54 10，060.09 7，708.84 8，892.49 
4 101.1 80.1 90.7 8，098.11 9，169.77 7，265.07 10，221.21 6，416.01 8，226.49 
日 99.9 77.4 90‘2 7，732.26 9，010.98 6，981.48 9，980.01 5，990.76 8，136.04 
6 103.2 90.7 91.1 9，360，24 9，401.52 8，262・77 10，650.24 8，226.49 8，299.21 

計 5，798.9 5，874.3 5，753.5 ラ91，197.72 578，581.30 578，499.15 586，751.2ラ 631，671.75 578，449，53 
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Summary 

This paper deals with a study of the co白血cientof corr・elωionandもhe1'egression日quation

inもh1'eetime日eries，which a1'臼 Tok;yow holesale alI commodiむyp1'ices ind臼:x:(Bank; of Japan)， 
Tok;yo wholesale timbe1' p1'ice index; (Bank of Japan) and timbe1' p1'oduction data (Fo1'e自t1'y

Agency)， fo1'位1epurpose of under8tanding th日 relativ日 st1'uctu1'ein包uctua七ion自 oftimb白r

p1'i口e，timber prod uction ancl commodiむyprices， as fluctuations of national economy have in. 
fluenc日 uponthe plan of forest management. The main 1'esul古sa1'日 asfolIows， 

1) The co1'relation between timbe1' pr・iceancl timbe1' p1'od u口七ion，as weU as the one bet. 
ween timbe1' p1'ice ancl commodity p1'ices， is parall白1. But白日 correlationbe七weenむimbe1'p1'o-

cluction aucl commocli七yprice8 has a r白vers日 tend日ncy.(In this case色he1'白 isno stucly on 

time-lag) 

2) 1n gen白1'al，the coe亜日ientof multipl日 01'partial correlation is la1'ge1' than the one of 

日implecorrelation， and synth日ticco1'1'elation of facto1's is nea1'er than indiviclual that of facto1's. 

3) The1'e afe three relations in which causaliもy8eems to e:x;isιThey a1'e desc1'ibecl below; 

1. a 1'elation of timbe1' price 七otimbe1' production anrl commocli七yp1'ic日目

2. a l'日lationof commoclity p1'ices to timbe1' price ancl timber p1'ocluction 

3. a 1'elation between tirnbe1' p1'ice and comrnorlity p1'ices when timbe1' p1'oclution is 
con日七ant.

R1 ・23:.-0ん R3.12'~ヰOん1'13・2:.-0 . 6

4) The1'日 a1'日 suchtenbencies as follow8 

1. Tirnbe1' procl uction and cornrnorli七yprices have .rnutually clisturl】edin each in丑uence

on tirnbe1' p1'ice. 

2. Timb日l' price ancl commo，iity p1'ices have rnutually distu1'bed in each in包uenceon 

tirnber p1'ocl uction. 

3. Timbe1' price anclもimbe1'p1'ocluction have rnutually clis七urbeclin each influen巴eon 

cornrnocliけ p1'ices.

5) F1'om obse1'ving coefficients of 1'eg1'ession，む 8eemsthat the in丑uenc巴， whichth白丑uc-

tuation of tirnbe1' pric白 hasuponthat of tirnber p1'ocluction ancl which the fluctuation of 

cornrnocli七yprices has upon that of timb日rp1'ice when th抗 oftirnbe1' procluction is consicler自d，
is rernark;able. vVhen玄1has risen 1 unit， X2 has increased 0.557 uniιAnd w hen X3 has 

risen 1 uni七， X1 has risen 0.52393 uniむifX2 has been conside1'ed. 
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